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発行日：２０２1年８月３１日

トシダ工業株式会社 部品製造部 芝川工場

認証番号0001044



　　　　　　　　　防振ゴム用部品・シートスライド用レバー

　　　　　　　　　燃料系ジョイントチューブ

　　　　　　　　　その他、自動車部品各種

 弊社は、昭和３６年の創立以来、引抜鋼管の製造

８，１５５万円

所要面積　　　２，０８５㎡

切断、曲げ、成型、ロウ付け加工等を行い、自動車用

当工場は本社工場で引抜加工されたパイプの定尺

売上高　　　　10億8,149万円

設立年月日

及び、部品加工を通してパイプの用途、開発を積極

的に進めて参りました。

事業概要

　【組織の概要】

事業所名 トシダ工業株式会社 部品製造部 芝川工場

静岡県富士宮市上柚野　２８８－２

代表取締役社長　歳田 雄二

開設年月日

代表者名

（ エコアクション２１認証取得済　2008/09/02　№0002873）

昭和３６年８月１日

トシダ工業株式会社 鋼管製造部 本社工場・東工場

資本金

所在地

平成４年１１月１日　芝川工場開設

所在地：静岡県富士宮市万野原新田３６４７－３

従業員数 141名 （芝川工場含む）

関連事業所

 平成１７年１２月よりエコアクション２１の活動を開始し

部品を始め、数多くの部品製造を行っています。

主要製品　　　シートベルト用プリテンショナーパイプ

従業員数　　　48名　　　

製品生産量　 1,568トン（重量換算）　

事業規模　部品製造部 芝川工場 60期（2020/8～2021/7）



【全体組織図】
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トシダ工業株式会社 部品製造部 芝川工場

環境管理責任者

レポート対象期間

環境推進事務局

部品製造部　歳田光太郎

部品製造部　深澤 覚

第60期 (2020年8月～2021年7月）

【対象範囲】

登録範囲
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環境管理推進事務局

（生産管理課 課長代理）

工場周辺美化活動リーダー

（生産管理課 ）

責任及び権限

■代表取締役社長

最高意思決定者として環境マネジメントシステムを確立、実施、維持する

■環境管理責任者

環境マネジメントシステムの確立、実施、維持に関する責任を有する

■ブロックリーダー

各職場のリーダーとして環境マネジメントシステムの確立、実施、維持に関する責任を有する

■環境管理推進事務局

環境管理推進の円滑な運営のため、職場内、及び各職場間の連絡・調整を行うとともに環境管理責任者を補佐し

て適用組織における環境マネジメントシステムを円滑に運営する

■工場周辺美化活動リーダー

工場周辺地域の環境維持のため、全従業員を指揮し工場周辺の美化活動として清掃を企画運営する



【環境方針】



【環境目標と活動】
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【環境活動計画書】
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【環境活動目標と実績】

項目 単位 目標 実績
評価

（達成度）

 温室効果ガス排出量 Kg-CO2/t 509.0 602.0 84.5%

購入電力 ｋｗｈ/ｔ 1071.0 861.1 124.4%

 エアーリーク・油ダレ改善 件 随時 32.0 100.0%

廃油量 kg/t 4.06 0.96 422.9%

金属くず排出量（有価物） kg/t 58.4 63.69 91.7%

工程内不良率の低減 工程内不良率 ％ 0.85 0.76 111.8%

総排水量の削減 水使用量 ㎥/ｔ 2.1 2.23 94.2%

キシレン使用量 ｇ/ｔ 48.80 36.1 135.2%

トルエン使用量 ｇ/ｔ 0 0 #DIV/0!

ペガゾール使用量 L/ｔ 4.88 3.61 135.2%

 グリーン購入の推進  エコマーク商品の購入 ％（調達率） 68.3％以上 96.30% 42.4%

緊急対応訓練の実施 油漏れ流出対応訓練 - 年1回 1 100.0%

 周辺の自然環境との調和  工場周辺の美化活動 - 月１回 中止 100.0%

 環境地域活動への参加  ボランティア活動の参加 - 年２回 1 50.0%

※二酸化炭素排出係数は2019年度「北海道電力実排出係数」 0.601kg-CO2kwh を使用

二酸化炭素排出量の削減

廃棄物排出量の削減

化学物質使用量削減

60期 環境目標と実績

活動期間 60期：2020/08～2021/07

目標及び実績値：各項目の総生産数対比での月平均値

環境目標

具体的目標 実績評価



【環境への負荷の状況】

環境への負荷の状況（取りまとめ表）

単位 56期 57期 58期 59期 60期

①　温室効果ガス排出量 kg-CO2 851,381.0 825,659.5 761,998.0 555,047.1 843,353.6

環境効率（生産数比） kg-CO2/ｔ 421.2 750.3 606.6 513.9 602.0

②　廃棄物排出量及び 段ボール t 1.5 1.6 1.3 1.7 1.9

　　廃棄物最終処分量 その他可燃ごみ t 27.9 27.9 27.9 27.6 27.6

最終処分量 t

汚泥（廃油） t 5.4 3.7 2.3 9.0 1.5

金属くず t 168.1 154.7 132.2 75.3 99.9

環境効率 kg/ｔ 83.15 75.8 95.0 61.9 71.2

最終処分量 t

③－１　総排水量 m2 1,814.6 2,271.7 2,336.1 2,527.5 3,127.7

㎥/ｔ 0.90 2.00 1.85 1.98 1.99

④　化学物質使用量 kg 102.8 54.1 52.6 58.9 36.1

kg/ｔ 0.051 0.049 0.041 0.046 0.032環境効率（生産数比）

※60期は2020/8～2021/7までのデータ

キシレン

一般廃棄物

産業廃棄物

環境効率（生産数比）

環境への負荷
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【環境活動計画と実績】

60期 環境活動計画管理表

目標
509kg-co2/t

活動項目 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 月平均

二酸化炭素排出量
（kg-co2/t) 354.0 514.2 459.7 446.5 502.3 531.0 527.9 535.1 737.9 428.3 667.0 1520.4 602.0

評価
目標：607.0kg-co2/t × × × × × × × ×
エアーリーク改善

（件数） 2 2 2 2 2 0 1 1 1 1 2 2 1.5

評価
目標：2箇所以上 × × × × × ×

油ダレ改善
（件数） 2 2 2 2 2 0 1 1 1 1 2 2 1.5

評価
目標：2箇所以上 × × × × × ×

※二酸化炭素排出量は排出量÷総生産トン数にて表記
※二酸化炭素排出係数は0.601kg-CO２kwhを使用

「環境目標：二酸化炭素排出量509kg-CO2/t 以下（月平均）」
　　活動期間：令和02年8月～令和03年7月
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■二酸化炭素排出量/生産トン数
kg-co2/t

60期 環境活動計画管理表

キシレン目標
48.80g/t以下

トルエン目標
0.0kg/t以下

活動項目 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 月平均

キシレン使用量
(g/t) 29.8 41.1 25.6 72.9 26.2 17.1 39.7 31.5 42.0 12.1 54.5 40.9 36.1

評価
目標：48.80g/t以下 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

トルエン使用量
(kg/t)

0 .0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

評価
目標：0.00kg/t以下 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
ペガゾール使用量

(L/t)
3.0 4.1 2.6 7.3 2.6 1.7 4.0 3.1 4.2 1.2 5.4 4.1 3.6

評価
目標：4.88L/t以下 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

「環境目標：化学物質使用量 前期比1％削減」
　　活動期間：令和02年8月～令和03年7月
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60期 環境活動計画管理表

  目標
 　2.1㎥/t

活動項目 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 月平均

地下水使用量
(2.1㎥/t) 1.60 3.11 2.24 2.03 1.07 2.04 1.44 1.72 2.31 1.20 2.03 5.99 2.2

評価
目標：2.10㎥/t以下 × × × × ×

「環境目標：地下水使用量2.1㎥/t 以下（月平均）」
　　活動期間：令和02年8月～令和03年7月
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■地下水使用量/生産トン数
㎥/t

60期 環境活動計画管理表

  目標
  58.4kg/t

活動項目 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 月平均

金属くず排出量
(kg/t) 37.2 36.0 129.9 49.0 35.0 61.6 38.7 63.4 117.0 21.3 117.0 148.1 71.2

評価
目標：58.4kg/t以下 × ×

工程内不良率 1.01% 0.85% 0.65% 0.55% 0.68% 0.61% 0.67% 1.28% 0.77% 0.76% 0.75% 0.51% 0.76%

評価
目標：0.85%以下 × ×

「環境目標：金属くず（有価物）排出量 58.4kg/t 以下（月平均）」
　　活動期間：令和02年8月～令和03年7月
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60期 環境活動計画管理表

目標
68.3％以上

活動項目 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 月平均

ECマーク品購入量
（円）

0 10,426 16,907 9,295 5,742 3,874 934 5,590 8,544 2,940 17,116 37,172 9,878

グリーン調達率
（％）

0.0% 100.0% 98.0% 91.2% 100.0% 100.0% 100.0% 88.0% 96.5% 0.0% 100.0% 95.2% 96.3%

評価
目標：50％以上 × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

　　活動期間：令和02年8月～令和03年7月

　　　　「環境目標：グリーン調達率 68.3％以上」
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■エコマーク品購入量 グリーン調達率

コロナウイルス影響により未開催

2020年11月28日　潤井川河川敷清掃活動実施

 ■その他活動の取り組み

１、緊急対応訓練

①防災（避難）訓練　　　  令和02年９月３日 実施

②油漏れ発生対策訓練　令和02年９月３日実施

２、工場周辺の清掃活動（月１回）

３、清掃ボランティア活動への参加



 　　物品を購入する場合はできる限り環境物品を購入するよう努める

評価実施日：2021/07/26

○

 ■リサイクル法 ○

　　産業廃棄物の保管基準の遵守 ○

　　産業廃棄物処理の委託先の実地確認と記録の保管

60期　環境関連法規遵守状況評価

遵守状況　○：遵守　×不適合

 ■水質汚濁防止法

 ■容器・包装リサイクル法

【環境関連法規等の遵守状況の確認、評価の結果、違反訴訟等の有無】

環境関連法規についての違反はありません。また、関係機関等から違反等の

指摘もありません。近隣住民からの苦情・訴訟等も過去にもありません。

法令・条例名・主要法規制等 遵守状況

○

 ■産業廃棄物処理法 ○

　　廃棄物の飛散・流出の防止 ○

　　産業廃棄物の処理委託基準 ○

○

 ■騒音規制法 ○

 ■振動規制法 ○

 ■PRTR法 ○

○

○

 ■浄化槽法 ○

 　　有害化学物質の使用・排出・移動・廃棄などの適正管理

 ■家電リサイクル法 ○

 ■フロン排出抑制法 ○

 ■自動車リサイクル法 ○

 ■グリーン購入法

○

 ■１都３県ディーゼル車規制条例 ○

上記の「環境法規の取りまとめ」に準じます



項目 単位 目標 実績

 温室効果ガス排出量 Kg-CO2/t 509.0 602.0 84.6%

購入電力 ｋｗｈ/ｔ 1071.0 861.1 124.4%

 エアーリーク・油ダレ改善 改善件数 随時 32件 100.0%

廃油量 kg/t 4.06 0.96 422.9%

金属くず排出量（有価物） kg/t 58.4 63.6 91.8%

工程内不良率の低減 工程内不良率 ％ 0.85 0.76 111.8%

総排水量の削減 水使用量 ㎥/ｔ 2.1 2.2 94.2%

キシレン使用量 ｇ/ｔ 48.80 36.1 135.2%

トルエン使用量 ｇ/ｔ 0 0 0.0%

ペガゾール使用量 L/ｔ 4.88 3.61 135.2%

 グリーン購入の推進  エコマーク商品の購入 ％（調達率） 68.3％以上 96.30% 42.4%

緊急対応訓練の実施 油漏れ流出対応訓練 - 年1回 1回 100.0%

 周辺の自然環境との調和  工場周辺の美化活動 - 月１回 実施無し 0.0%

 環境地域活動への参加  ボランティア活動の参加 - 年２回 1回 50.0%

環境活動計画の
実施及び運営結果

環境関連法規の
遵守状況

外部からの環境に
関する苦情や要望等

見直し項目 変更の必要性

環境方針 　　　有　　・　　

環境目標 　　　有　　・　　

環境計画及び
環境システム等

　　　有　　・　　

代
表
者
に
よ
る
全
体
評
価
・
見
直
し
指
示

指摘事項等

方針遵守が定着していますので従来通り継続して下さい。

生産量の増減が影響し一部未達成ですが、達成レベルは高位です。

製造現場への落し込みも展開しており順調に機能しています。

全体評価・コメント

コロナにより売上・利益が予算未達に終わる。環境面でも売上減ではあったが、エネルギー面では同様比率での削減
が困難であった。　品質改善が進み、不良率・スクラップ重量とも大幅に削減できたことは大変評価致します。

代表者による全体評価・見直し記録表

評価日：令和　　　　　03年　　7月　　30日
評価者：歳田　光太郎

情報提供者：歳田光太郎

見
直
し
関
連
情
報

環境目標及び
達成状況

環境目標

具体的目標

評価

二酸化炭素排出量の削減

廃棄物排出量の削減

化学物質使用量削減

コロナでの受注落ち込みは回復してきたが、集団活動は自粛している為、エコ活動
（ボランティア活動等）が少なかった

 環境関連法規についての違反はありません。また、関係機関からの違反、指摘はありません

 近隣住民からの苦情、訴訟等はありません

無

無

無
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ン
ド

シ
ス

テ
ム

の
継

続
的

活
用

に
省

エ
ネ

 二
酸

化
炭

素
排

出
量

 

 二
酸

化
炭

素
排

出
量

前
期

実
績

6
0
2
K
g
か

ら
1
％

削
減

5
9
6
ｋ
ｇ
-
C

o
2
/
ｔ

 朝
礼

時
で

の
省

エ
ネ

、
節

電
の

啓
蒙

推
進

 エ
ア

ー
リ

ー
ク

、
油

漏
れ

箇
所

の
洗

出
し

と
改

善

 キ
ズ

・
圧

痕
不

良
の

原
因

究
明

と
潰

し
込

み
 工

程
内

不
良

率
1
.0

％
以

下

6
0
期

実
績

2
％

削
減

朝
礼

時
で

の
節

電
啓

蒙
、

こ
ま

め
な

消
灯

運
動

推
進

廃
棄

物
排

出
量

削
減

 再
生

可
能

な
洗

浄
液

へ
の

変
更

を
検

討

　
廃

棄
物

排
出

量
6
0
期

実
績

2
％

削
減

 工
程

内
不

良
率

低
減

活
動

の
推

進

 朝
礼

時
で

の
節

水
啓

蒙
の

推
進

　
総

排
水

量
6
0
期

実
績

2
％

削
減

化
学

物
質

使
用

量
の

削
減

 ペ
ガ

ゾ
ー

ル
（
洗

浄
液

）
使

用
量

削
減

活
動

の
推

進

8
月

～
期

末
稲

葉
　

化
学

物
質

使
用

量
6
0
期

実
績

2
％

削
減

 シ
ン

ナ
ー

で
の

洗
浄

作
業

の
廃

止

 ペ
ガ

ゾ
ー

ル
（
洗

浄
液

）
使

用
量

削
減

活
動

の
推

進

 エ
コ

マ
ー

ク
事

務
用

品
の

購
入

　
グ

リ
ー

ン
購

入
エ

コ
マ

ー
ク

製
品

購
入

率
9
0
％

 油
漏

れ
流

出
対

応
訓

練
の

実
施

　
緊

急
対

応
訓

練
年

1
回

実
施

 工
場

周
辺

の
ク

リ
ー

ン
作

戦
の

実
施

　
工

場
周

辺
美

化
活

動
月

1
回

実
施

 ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

参
加

依
頼

に
対

し
随

時
検

討
　

地
域

活
動

へ
の

参
加

年
2
回

参
加

１
、

環
境

関
連

の
法

の
遵

守
２

、
地

球
温

暖
化

防
止

の
た

め
の

省
エ

ネ
活

動
推

進

３
、

省
資

源
の

推
進

４
、

廃
棄

物
の

削
減

実
施

５
、

水
質

汚
濁

の
防

止
６

、
周

辺
の

自
然

環
境

と
の

調
和

７
、

環
境

啓
蒙

活
動

の
展

開
と

地
域

活
動

へ
の

参
加

環
境

方
針

項
目

ト
シ

ダ
工

業
株

式
会

社
部

品
加

工
部

は
、

富
士

山
の

自
然

環
境

の
恵

み
を

受
け

て
お

り
、

地
域

環
境

の

保
全

が
こ

れ
か

ら
の

企
業

活
動

に
お

い
て

最
重

要
課

題
と

認
識

し
、

自
動

車
部

品
の

製
造

に
係

わ
る

全

て
の

領
域

と
、

こ
れ

ら
の

製
品

が
与

え
る

環
境

影
響

を
低

減
す

る
た

め
、

次
の

事
項

に
基

づ
き

環
境

メ
ネ

ジ
メ

ン
ト

シ
ス

テ
ム

活
動

を
推

進
し

、
地

球
環

境
と

の
共

生
と

調
和

を
図

っ
て

ま
い

り
ま

す
。

環
境

宣
言


